
大
澤
広
晃
著

『
善
意
の
帝
国	

	
	

─
─
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
と
南
ア
フ
リ
カ
─
─
』

堀　

内　

隆　

行

　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
と
言
え
ば
も
は
や
一
〇
年
近
く
前
に
な
る
が
、
近

世
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
帝
国
史
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？

─
─
新
た
な
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
研
究
の
視
座
の
提
示
─
─
」
が
開
か
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
国
内
史
家
が
集
う
同
研
究
会
で
帝
国
史
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
の
は
、
自
分
た
ち
の
研
究
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
、
そ

の
打
開
策
と
し
て
国
内
史
と
帝
国
史
の
架
橋
を
思
い
描
い
た
か
ら
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
田
村
理
、
大
澤
広
晃
、
稲
垣
春
樹
の
三
氏
と

わ
た
し
に
加
え
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
ド
イ
ツ
植
民
地
史
の
浅
田
進
史

氏
が
登
壇
し
た
。
わ
た
し
は
当
時
、
国
内
史
家
の
求
め
に
あ
ま
り
寄
り
添
う

気
が
な
く
、
翻
訳
中
だ
っ
た
キ
ー
ス
・
ブ
レ
ッ
ケ
ン
リ
ッ
ジ
『
生
体
認
証
国

家
』
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
茶
を
濁
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
わ
た
し

と
は
対
照
的
に
他
の
三
氏
、
と
り
わ
け
大
澤
氏
は
種
々
の
研
究
ア
イ
デ
ィ
ア

を
示
し
て
問
題
提
起
に
真
正
面
か
ら
応
え
、
そ
の
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ

た
。

　

い
ま
改
め
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
を
読
み
返
す
と
、
大
澤
氏
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
た
。「
最
近
で
は
、
金
澤
周
作
氏
の
仕
事
に
大
き
な
影
響
を

受
け
る
か
た
ち
で
…
チ
ャ
リ
テ
ィ
／
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
近
代

の
個
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
…
〔
そ
こ
で
大
澤
氏
は
〕
目

下
、〔
帝
国
史
に
お
け
る
〕「
人
道
主
義
」
を
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
や
福
祉
と

の
関
連
で
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
国
内
史
と
帝
国
史

を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」。
二
〇
二
四
年
に
な
っ
て
、
そ
の
成
果

が
本
書
に
結
実
し
た
こ
と
を
慶
び
た
い
。

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

序
章　

帝
国
の
善
意

　
　

第
一
部　

イ
ギ
リ
ス

　
　
　

第
一
章　

「
資
本
家
」
を
糾
弾
す
る

　
　
　
　
　
　
　

─
─
一
九
─
二
〇
世
紀
転
換
期
の
原
住
民
保
護
協
会
─
─

　
　
　

第
二
章　

「
救
う
側
」
の
論
理
、「
救
わ
れ
る
側
」
の
不
満

　
　
　
　
　
　
　

─
─
草
創
期
の
反
奴
隷
制
お
よ
び
原
住
民
保
護
協
会
─
─

　
　
　

第
三
章　

救
済
を
め
ぐ
る
同
床
異
夢

　
　
　
　
　
　
　

─
─
戦
間
期
の
反
奴
隷
制
お
よ
び
原
住
民
保
護
協
会
─
─

　
　

第
二
部　

南
ア
フ
リ
カ

　
　
　

第
四
章　

隔
離
と
科
学

　
　
　
　
　
　
　

─
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
ア
フ
リ
カ
人
協
議
会
の
誕
生
─
─

　
　
　

第
五
章　

包
摂
と
隔
離
の
あ
い
だ

　
　
　
　
　
　
　

─
─�

一
九
二
〇
─
三
〇
年
代
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
ア

フ
リ
カ
人
協
議
会
─
─

　
　
　

第
六
章　

広
が
る
可
能
性
、
閉
ざ
さ
れ
る
未
来

　
　
　
　
　
　
　

─
─�

一
九
三
〇
年
代
後
半
─
四
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
・
ア
フ
リ
カ
人
協
議
会
─
─

　
　

終
章　

善
意
の
ゆ
く
え

①
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「
序
章　

帝
国
の
善
意
」
は
、
二
〇
〇
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
パ
ー
ラ
メ
ン

ト
・
ス
ク
エ
ア
で
執
り
行
わ
れ
た
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
像
の
除
幕
式
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
除
幕
式
で
（
当
時
存
命
だ
っ
た
）
マ
ン
デ
ラ

は
、
長
年
に
わ
た
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
「
善
意
」
に
感
謝
し
た
。
だ
が
、
帝
国

の
支
配
者
た
る
イ
ギ
リ
ス
人
が
被
支
配
者
の
ア
フ
リ
カ
人
に
向
け
た
善
意
と

は
何
だ
っ
た
の
か
。
本
書
で
は
、
そ
う
し
た
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
の

際
「
善
意
」
を
表
す
言
葉
と
し
て
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
人
道
主
義
で
は
な
く

「
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
」
を
用
い
る
。
そ
れ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期

ま
で
当
事
者
た
ち
が
自
ら
の
思
想
や
行
為
を
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
と
称
し
た

か
ら
で
も
あ
り
、
ま
た
こ
の
語
の
使
用
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
史
と
帝

国
史
を
結
び
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
で
も
あ
る
。

　

序
章
の
後
半
で
は
、
本
書
が
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
に
か
け
て

の
南
ア
フ
リ
カ
、
特
に
ア
フ
リ
カ
人
の
労
働
を
め
ぐ
る
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ

ピ
ー
を
主
題
に
据
え
る
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
一
部
で
は
イ
ギ
リ
ス
を

拠
点
と
す
る
原
住
民
保
護
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
と
そ
の
後
継
団
体
で
あ
る
反
奴

隷
制
お
よ
び
原
住
民
保
護
協
会
（
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）、
第
二
部
で
は
南
ア
フ
リ

カ
を
拠
点
に
活
動
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
ア
フ
リ
カ
人
協
議
会
が
分
析
対
象

と
な
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
を
含
む
広
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
把
握
も
謳
わ
れ
る
。
序
章
末
尾
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合

も
あ
り
基
本
的
に
割
愛
す
る
。
し
か
し
、
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
が
南
ア

フ
リ
カ
史
で
は
し
ば
し
ば
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
称
さ
れ
、
政
治
の
観
点
か
ら
議

論
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
本
書
は
福
祉
や
労
働
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
、

と
し
て
い
る
こ
と
は
特
記
し
た
い
。

　

第
一
章
は
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
歩
み
を
た
ど
る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内

で
の
奴
隷
制
廃
止
か
ら
間
も
な
い
一
八
三
七
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
組
織
は
、

発
起
人
た
ち
が
目
的
を
掲
げ
て
募
る
寄
付
に
立
脚
す
る
篤
志
協
会
型
チ
ャ
リ

テ
ィ
だ
っ
た
。
ま
た
会
員
は
、
宗
教
の
点
で
は
非
国
教
徒
の
ク
エ
ー
カ
ー
ら
、

政
治
信
条
に
関
し
て
は
多
く
が
自
由
党
支
持
者
で
あ
り
、
植
民
地
現
地
に
も

白
人
支
援
者
や
非
白
人
協
力
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

た
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
植
民
地
の
非
白
人
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト

教
と
西
洋
文
明
を
普
及
す
る
福
音
主
義
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
強
か
っ
た
。
だ
が
同
時
に
、
非
白
人
の
「
伝
統
」
的
な
土
地
共
同
保

有
の
保
護
を
強
く
訴
え
た
点
も
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
─
二

〇
世
紀
転
換
期
に
な
る
と
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
は
自
由
党
急
進
派

が
増
え
、
資
本
家
と
帝
国
主
義
の
関
係
に
対
す
る
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
が
顕

在
化
し
た
。

　

第
一
章
の
後
半
は
、
世
紀
転
換
期
の
南
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
活

動
に
光
を
当
て
る
。
一
八
九
九
─
一
九
〇
二
年
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
に
関
し

て
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ア
フ
リ
カ
人
を
ブ
ー
ル
人
に
よ
る
搾
取
か
ら
解
放
す

る
も
の
と
正
当
化
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ス
ト
の
内

部
は
、
政
府
の
立
場
を
支
持
す
る
者
と
戦
争
に
批
判
的
な
者
と
に
分
裂
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
、
戦
争
の
評
価
に
つ
い
て
明
言
す
る
こ
と
を
避

け
な
が
ら
ア
フ
リ
カ
人
の
救
済
を
訴
え
た
。
そ
の
一
方
で
、
鉱
山
会
社
の

（
イ
ギ
リ
ス
系
）
資
本
家
た
ち
が
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
を
搾
取
し
て
い
る
、

と
い
う
言
説
も
、
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ス
ト
た
ち
を
強
く
規
定
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
、
戦
後
も
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
人
労
働
問
題
に

関
与
す
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
人
男
性
の
「
怠
惰
」
の
矯
正
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
。
他
方
で
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
、
一
九
〇
六

年
に
成
立
し
た
自
由
党
政
権
に
期
待
す
る
も
の
の
、
そ
の
期
待
は
間
も
な
く

失
望
に
変
わ
っ
た
。
一
九
〇
九
年
に
牽
引
役
の
Ｈ
・
Ｒ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
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ボ
ー
ン
が
死
去
す
る
と
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
他
組
織
と
合
併
し
て
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
が
誕

生
す
る
。

　

第
二
章
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
誕
生
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
期
ま
で
が
扱

わ
れ
る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
）
は
引
き
続
き
強
い
存
在
感
を
示
し
た
。
ま
た
自
由
党
と
の
つ
な
が
り

も
継
続
し
た
が
、
労
働
党
の
（
後
の
首
相
）
Ｊ
・
ラ
ム
ゼ
イ
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
な
ど
他
党
の
議
員
に
も
働
き
掛
け
は
行
わ
れ
た
。
本
章
で
は
そ
の
後
、
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
主
要
人
物
た
ち
の
思
想
と
主
張
、
宣
伝
活
動
が
触
れ
ら
れ
、
章

の
後
半
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
活
動
に
話
題
が
戻
る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ

は
、
一
九
一
〇
年
の
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
成
立
に
際
し
て
の
憲
法
案
審
議
で
は

非
白
人
選
挙
権
の
擁
護
を
訴
え
た
。
し
か
し
一
九
一
三
年
の
原
住
民
土
地
法

を
め
ぐ
っ
て
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
リ
ザ
ー
ブ
（
指
定
居
留
地
）
へ
の
隔
離
を

肯
定
し
た
。
リ
ザ
ー
ブ
内
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
以
来
重
視
し
て
き
た
非
白
人
の
伝

統
的
な
土
地
共
同
保
有
の
保
護
が
容
易
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
さ

ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
イ
ギ
リ
ス
帝
国
で
は
、
従
属
地
域
に
住
む

人
々
の
受
託
者
と
し
て
自
ら
が
振
る
舞
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
「
信

託
」
の
思
想
が
広
が
っ
た
が
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
も
、
現
地
住
民
の
「
道
徳
的
福

利
」
の
向
上
を
目
指
す
信
託
を
唱
え
た
。

　

第
三
章
で
は
、
戦
間
期
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
活
動
が
考
察
さ
れ
る
。

戦
間
期
に
入
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
存
在
感
は
引
き
続
き
強
か
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
再
編
も
反
映
し
、
労
働
党
関
係
者
た
ち

と
の
間
に
強
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
築
か
れ
た
（
た
だ
し
労
働
党
は
、
帝
国
へ

の
姿
勢
と
い
う
点
で
世
紀
転
換
期
の
自
由
党
急
進
派
の
思
想
か
ら
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
た
）。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
思

想
と
主
張
に
は
、
資
本
家
に
対
す
る
厳
し
い
ま
な
ざ
し
な
ど
以
前
か
ら
の
継

続
性
が
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
三
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
お
い
て
、

非
白
人
た
ち
の
抵
抗
に
対
す
る
処
方
箋
と
し
て
福
祉
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
、

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
も
労
働
環
境
の
改
善
を
目
指
す
政
策
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
章
の
後
半
で
は
、
戦
間
期
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
南
ア
フ
リ
カ
問
題
へ

の
姿
勢
が
検
討
さ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
人
の
リ
ザ
ー
ブ
へ
の
隔
離
を
肯
定
し
た

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
も
一
九
二
五
年
、
鉱
山
労
働
に
お
け
る
特
定
の
職
種
を
白
人
に

限
定
す
る
カ
ラ
ー
バ
ー
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
る
と
こ
れ
を
批
判
し
た
。

白
人
社
会
に
適
応
し
た
ア
フ
リ
カ
人
に
対
し
て
は
白
人
と
同
等
の
権
利
を
付

与
す
べ
き
だ
、
と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
、
ア
フ
リ
カ
人
政
治
家
の

ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ベ
が
運
営
し
た
オ
シ
ャ
ン
ゲ
学
院
へ
の
支
援
に
は
、
ア
フ
リ

カ
人
の
金
銭
感
覚
に
対
す
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
側
の
不
信
感
や
デ
ュ
ベ
側
の
戦
略

な
ど
も
垣
間
見
え
る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
、
一
九
三
六
年
の
ケ
ー
プ
の
ア
フ
リ

カ
人
選
挙
権
剥
奪
に
も
反
発
し
た
。
し
か
し
、
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
は
じ
め
イ

ギ
リ
ス
帝
国
の
自
治
領
は
す
で
に
本
国
と
対
等
な
地
位
を
獲
得
し
て
お
り
、

本
国
側
か
ら
の
介
入
は
困
難
に
な
っ
て
い
た
。

　

他
方
で
戦
間
期
の
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
と
理
念
を
共
有
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
・
ア
フ
リ
カ
人
協
議
会
が
活
動
し
た
。
第
四
章
で
は
そ
の
誕

生
の
経
緯
、
組
織
的
特
徴
や
関
係
者
た
ち
の
思
想
が
検
討
さ
れ
る
。
協
議
会

は
一
九
二
一
年
に
、
白
人
と
ア
フ
リ
カ
人
（
エ
リ
ー
ト
層
）
が
共
同
で
ア
フ

リ
カ
人
の
福
祉
に
取
り
組
み
、
人
種
間
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

掲
げ
て
創
設
さ
れ
た
。
創
設
に
際
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
人

種
間
協
力
委
員
会
の
結
成
が
大
き
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
か
ら
の
資
金
援
助
も
多
額
で
、
同
財
団
の

要
求
を
満
た
す
た
め
に
、
政
治
的
に
中
立
な
援
助
の
受
け
皿
と
し
て
の
南
ア

フ
リ
カ
人
種
関
係
研
究
所
が
創
ら
れ
た
。
だ
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
つ
な
が
り
も
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多
層
的
で
あ
り
、
協
議
会
は
環
大
西
洋
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
南
ア
フ
リ
カ
側
の
結
節
点
と
し
て
機
能
し
た
と
言
え
る
。
協
議
会

の
白
人
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ス
ト
た
ち
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
と
同
様
に
人
種
隔
離

を
肯
定
し
た
。
そ
の
際
に
は
科
学
と
り
わ
け
社
会
人
類
学
が
拠
り
所
と
さ
れ
、

隔
離
に
基
づ
き
良
好
な
人
種
関
係
を
構
築
す
る
道
が
模
索
さ
れ
た
。
た
だ
し

協
議
会
の
ア
フ
リ
カ
人
メ
ン
バ
ー
は
こ
れ
に
批
判
的
で
、
人
種
に
よ
っ
て
区

別
さ
れ
な
い
共
通
の
市
民
権
を
求
め
た
。
本
章
の
末
尾
で
は
協
議
会
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
、
白
人
た
ち
の
国
民
意
識
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
南
ア
フ
リ
カ

主
義
の
、
ア
フ
リ
カ
人
に
も
包
摂
的
な
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
る
点
が
指
摘
さ

れ
る
。

　

第
五
章
で
は
一
九
三
〇
年
代
前
半
ま
で
の
協
議
会
の
、
ア
フ
リ
カ
人
の
労

働
に
関
わ
る
活
動
が
分
析
さ
れ
る
が
、
章
の
前
半
で
は
一
九
二
〇
年
代
の
そ

れ
が
扱
わ
れ
る
。
協
議
会
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
と
同
様
に
カ
ラ
ー
バ
ー
を
批
判

し
た
。
し
か
し
、
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
は
白
人
労
働
者
の
雇
用
増
加
と
ア

フ
リ
カ
人
の
雇
用
喪
失
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
当
面
の
間
ア
フ

リ
カ
人
の
賃
金
水
準
を
白
人
よ
り
低
く
と
ど
め
る
こ
と
が
得
策
だ
、
と
も
主

張
し
た
。
協
議
会
は
ま
た
、
都
市
に
住
む
ア
フ
リ
カ
人
の
「
犯
罪
」
や
「
不

法
行
為
」
を
抑
止
す
る
機
制
と
し
て
「
健
全
な
家
族
」
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
た
。
さ
ら
に
、
協
議
会
は
農
村
部
の
貧
困
問
題
に
も
関
心
を
示

し
た
。
第
五
章
の
後
半
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
協
議
会
の
活
動
が
考

察
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
貧
困
問
題
を
科
学
的
に
分
析
す
る
傾
向
が
さ

ら
に
強
ま
り
、
社
会
調
査
が
そ
の
主
要
な
手
段
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
他
方
で
、

政
府
と
の
交
渉
を
重
視
し
て
漸
進
的
な
改
革
を
志
向
す
る
協
議
会
の
姿
勢
は
、

ア
フ
リ
カ
人
の
猜
疑
心
を
増
幅
し
た
。
ま
た
、
協
議
会
は
都
市
定
住
労
働
者

の
優
遇
を
主
張
し
、
出
稼
ぎ
労
働
者
に
つ
い
て
は
「
綿
密
な
管
理
」
が
必
要

で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
農
村
部
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
開
発
が
協
議
会
の

内
部
で
も
い
っ
そ
う
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
章
の
末
尾
で
は
、

世
界
恐
慌
の
時
代
に
協
議
会
が
実
践
し
た
ア
フ
リ
カ
人
貧
民
救
済
の
取
り
組

み
が
検
討
さ
れ
る
。

　

第
六
章
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
に
掛
け
て
協
議
会
は

ど
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
の
か
、
協
議
会
の
活
動
経
験
は
ど
の
よ
う
な
か
た

ち
で
他
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
が
考
察
さ
れ
る
。
三
〇
年
代
半
ば
以

降
に
な
る
と
協
議
会
内
で
も
、
リ
ザ
ー
ブ
は
人
口
過
密
で
困
窮
し
て
お
り
独

自
の
発
展
な
ど
と
う
て
い
見
込
め
な
い
、
と
の
認
識
が
定
着
し
た
。
ま
た
、

ア
フ
リ
カ
人
が
継
続
的
に
都
市
に
住
み
労
働
に
励
む
こ
と
で
労
働
効
率
は
上

が
り
、
よ
り
多
く
の
賃
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
購
買
力
が
向
上
し
、
そ

れ
が
南
ア
フ
リ
カ
の
経
済
成
長
を
促
す
、
と
も
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
第

二
次
世
界
大
戦
期
に
は
世
界
の
他
地
域
と
同
様
、
南
ア
フ
リ
カ
で
も
福
祉
が

世
論
の
一
大
関
心
事
と
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
限
定
的
と
は
い
え
そ
こ
に

ア
フ
リ
カ
人
も
包
摂
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
次
第
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
非
白
人
を
対
象
と
す
る
社
会
福
祉
政

策
の
拡
充
を
訴
え
た
。
だ
が
協
議
会
は
、
白
人
か
ら
は
過
激
と
見
な
さ
れ
、

ア
フ
リ
カ
人
か
ら
は
穏
健
に
過
ぎ
る
と
批
判
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
以
降
、

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
総
称
さ
れ
る
厳
格
な
隔
離
政
策
が
段
階
的
に
施
行
さ
れ
、

他
方
で
急
進
的
な
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
と
、
協
議
会

は
衰
退
局
面
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
協
議
会
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た

南
ア
フ
リ
カ
人
種
関
係
研
究
所
は
命
脈
を
保
つ
。
加
え
て
、
協
議
会
と
人
種

関
係
研
究
所
の
経
験
は
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
「
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
白
人
・
有
色
人
間
の
理
解
促
進
の
た
め
の
協
議
会

4

4

4

」
や
「
イ

ギ
リ
ス
人
種
関
係
研
究
所

4

4

4

4

4

4

4

」
が
設
立
さ
れ
た
（
傍
点
は
評
者
に
よ
る
）。
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終
章
で
は
、
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
の
理
念
と
活
動
が
そ
の
後
の
南
ア

フ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
帝
国

フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
と
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
、
ア
フ
リ
カ
人
（
労
働
者
）
の

都
市
化
に
一
定
の
制
御
が
必
要
だ
と
考
え
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
た
。

ま
た
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
は
、
勤
労
を
尊
び
怠
惰
を
断
罪
す
る
自
由
労

働
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
普
及
を
助
け
た
。
さ
ら
に
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
イ
ギ

リ
ス
で
、
と
く
に
発
展
途
上
国
（
多
く
は
旧
植
民
地
）
を
対
象
と
す
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
が
広
が
り
浸
透
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
も
、
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ

ピ
ー
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
た
だ
し
最
後
の
点
と
、
帝
国
フ
ィ
ラ
ン

ス
ロ
ピ
ー
を
歴
史
的
に
ど
う
評
価
す
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
、
と
記
し
て
本

書
は
結
ば
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
。
本
書
の
特
徴
の
一
つ
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
Ａ
Ｐ
Ｓ
な
い
し
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
だ
け
で
な
く
南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
・
ア
フ
リ
カ
人
協
議
会
な
い
し
人
種
関
係
研
究
所
も
主
題
に
据
え
、

（
南
ア
フ
リ
カ
）
現
地
の
一
次
史
料
を
分
析
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
イ
ギ
リ

ス
帝
国
に
限
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
帝
国
史
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
で

も
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、

そ
の
多
く
は
各
植
民
地
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
踏
ま
え
ず
、
仮
に
踏
ま
え
た

と
し
て
も
現
地
の
史
料
を
取
り
扱
う
こ
と
が
少
な
い
ま
ま
で
あ
る
（
こ
う
し

た
研
究
の
こ
と
を
、
冒
頭
で
言
及
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
浅
田
氏
は

「
つ
ま
み
食
い
」、
評
者
は
「（
地
域
史
か
ら
か
い
離
し
た
）
空
中
戦
」「
西

洋
中
心
主
義
」
と
呼
ん
だ
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
南
ア
フ
リ
カ

史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
根
差
し
た
本
書
は
真
に
貴
重
な
成
果
と
言
え
る
。
ま

た
本
書
は
、
南
ア
フ
リ
カ
史
の
先
行
研
究
に
対
す
る
重
要
な
指
摘
も
含
ん
で

お
り
、
そ
の
最
大
の
も
の
は
、（
評
者
を
含
め
）
南
ア
フ
リ
カ
史
研
究
者
が

政
治
の
観
点
か
ら
議
論
し
て
き
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
福
祉
や
労
働
の

観
点
か
ら
分
析
す
る
、
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
関
し
て

は
後
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。

　

本
書
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
ア
フ
リ
カ
人
に
向
け
た
善

意
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
問
う
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
問
い
は
、
イ
ギ
リ

ス
帝
国
に
お
け
る
支
配
の
根
源
的
な
考
察
へ
と
通
じ
て
お
り
、
や
は
り
貴
重

と
言
え
る
。
ま
た
「
善
意
」
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
よ
く
使
わ
れ
る
人
道
主

義
で
は
な
く
「
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
」
を
用
い
て
い
る
点
も
新
鮮
で
あ

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
史
と
帝
国
史
の
結
節
は
た
し
か
に
容
易
に
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
イ
ギ
リ
ス
的
な
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
の
語
の
使
用
に
よ
り
、
本

書
の
イ
ギ
リ
ス
史
と
し
て
の
性
格
が
強
化
さ
れ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
そ

の
結
果
、
例
え
ば
第
四
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
人
種
間
協
力
委
員
会

結
成
が
与
え
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
か
ら
の
資
金

援
助
な
ど
イ
ギ
リ
ス
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
検
討
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
印
象
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
う

だ
と
し
て
も
、
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
の
語
の
使
用
は
大
い
に
議
論
を
喚
起
す

る
も
の
で
あ
り
、
十
分
な
意
義
を
持
つ
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

さ
て
本
書
が
、
南
ア
フ
リ
カ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
福
祉
や
労
働
の

観
点
か
ら
分
析
す
る
、
と
し
て
い
る
点
に
戻
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
も
、

本
書
が
政
治
の
観
点
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、

本
書
を
読
め
ば
「
協
議
会
の
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
は
…
穏
健
改
革
派
の

社
会
事
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
営
為
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
南
ア
の
歴
史
を
理
解
す
る
う
え
で
も
き
わ
め
て
重

要
な
テ
ー
マ
」（
二
四
三
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の

は
、
協
議
会
が
政
治
的
な
意
味
で
南
ア
フ
リ
カ
史
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
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持
ち
得
た
の
か
で
あ
る
。
本
書
に
も
あ
る
よ
う
に
帝
国
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー

の
主
要
人
物
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
言
え
ば
自
由
党
急
進
派
な
い
し
労

働
党
の
関
係
者
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
だ
が
二
〇
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
南

ア
フ
リ
カ
で
も
、
リ
ベ
ラ
ル
は
「
消
滅
し
ゆ
く
人
々
」
だ
っ
た
。
ま
た
、
南

ア
フ
リ
カ
で
は
労
働
党
も
、
イ
ギ
リ
ス
系
労
働
者
に
特
化
し
た
こ
と
も
あ
り

次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
（
そ
も
そ
も
、
ア
フ
リ
カ
人
の
労
働
問
題
よ
り
イ

ギ
リ
ス
系
の
利
害
を
優
先
し
た
南
ア
フ
リ
カ
労
働
党
は
、
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
と
相
容
れ
な
か
っ
た
）。
特
に
南
ア
フ
リ
カ
で
、
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

が
現
実
政
治
に
影
響
力
を
持
ち
得
た
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
で
は
協

議
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
白
人
た
ち
の
国
民
意
識
を
創
出
し
よ
う
と
す
る

南
ア
フ
リ
カ
主
義
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
る
、
と
い
う
議
論
が
援
用
さ
れ
る
。

協
議
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
南
ア
フ
リ
カ
主
義
の
、
ア
フ
リ
カ
人
に
も
包
摂

的
な
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
る
点
に
関
し
て
は
評
者
も
同
意
す
る
。
他
方
で
南

ア
フ
リ
カ
主
義
の
研
究
者
た
ち
は
、
何
で
も
南
ア
フ
リ
カ
主
義
の
ヴ
ァ
リ
ア

ン
ト
と
見
な
し
て
対
象
を
実
像
以
上
に
大
き
く
捉
え
が
ち
で
、
本
書
に
も
そ

う
し
た
傾
向
は
残
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
三
年
に
Ａ
Ｎ
Ｃ
（
ア
フ
リ
カ
民
族

会
議
）
が
大
西
洋
憲
章
を
拠
り
所
に
発
表
し
た
「
ア
フ
リ
カ
人
の
主
張
」
も

「
き
わ
め
て
包
摂
的
な
国
家
像
を
掲
げ
た
斬
新
な
南
ア
主
義
の
表
明
」（
三

二
七
頁
）
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
寄
り
添
う
姿
勢
を
示

そ
う
と
し
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
が
、
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
書

と
見
る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
た
南
ア
フ
リ
カ
主
義
解
釈
の
拡
大
は
、「
協
議
会
に
代
表
さ
れ
る

「
リ
ベ
ラ
ル
な
い
し
社
会
民
主
主
義
的
な
南
ア
」
は
、
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
、
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〔
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
言

い
換
え
て
も
よ
い
〕
と
並
び
、
一
九
四
〇
年
代
の
南
ア
に
ひ
ら
か
れ
て
い
た

三
つ
の
有
力
な
将
来
像
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
」（
三
三
〇
─
一
頁
）

と
い
う
主
張
へ
と
つ
な
が
る
。
こ
の
主
張
は
本
書
と
い
う
よ
り
も
、
も
と
を

た
ど
れ
ば
、
南
ア
フ
リ
カ
主
義
も
し
く
は
「
リ
ベ
ラ
ル
な
い
し
社
会
民
主
主

義
的
な
南
ア
」
の
代
表
的
研
究
者
た
る
ソ
ー
ル
・
デ
ュ
ボ
ウ
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
も
、
一
定
程
度
ま
で
は
首
肯
で
き
る
と
し
て
も
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
過
大
評
価
で
は
な
い
か
、
と
評
者
は
考
え
る
。
例
え
ば
本
書
も
デ
ュ

ボ
ウ
も
、
一
九
四
二
年
の
南
ア
フ
リ
カ
人
種
関
係
研
究
所
の
会
合
で
、
首
相

の
ヤ
ン
・
ス
マ
ッ
ツ
が
「
隔
離
も
ま
た
困
難
に
直
面
し
た
」
と
言
明
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
る
（
本
書
三
二
九
頁
）。
首
相
が
そ
の
よ
う
な
発
言

を
し
た
と
す
れ
ば
「
リ
ベ
ラ
ル
な
い
し
社
会
民
主
主
義
的
な
南
ア
」
は
た
し

か
に
有
力
な
将
来
像
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
し
ス
マ
ッ
ツ
の
発
言
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
近
海
に
日
本
海
軍

の
潜
水
艦
が
出
没
し
て
南
ア
フ
リ
カ
の
白
人
支
配
層
が
軍
事
的
脅
威
を
感
じ
、

ア
フ
リ
カ
人
労
働
運
動
と
の
協
調
を
図
る
文
脈
で
の
も
の
だ
っ
た
。
実
際
、

南
ア
フ
リ
カ
軍
が
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
侵
攻
し
、
日
本
海
軍
と
連
携
す
る
恐
れ

の
あ
っ
た
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
守
備
隊
を
破
っ
て
脅
威
が
遠
の
く
と
、
ス
マ
ッ

ツ
は
ス
タ
ン
ス
を
後
退
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
協
議
会
が
南
ア
フ
リ
カ
政
治
に
及
ぼ
し
た
影
響

力
を
推
し
量
る
際
、
南
ア
フ
リ
カ
主
義
の
議
論
に
依
拠
し
過
ぎ
る
こ
と
は
必

ず
し
も
適
切
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
方
で
、
協
議
会
と

密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
人
種
関
係
研
究
所
は
、
二
〇
世
紀

後
半
に
な
っ
て
も
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
派
の
橋
頭
堡
と
し
て
一
定
の
役
割
を

果
た
し
つ
づ
け
た
。
同
研
究
所
に
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
ど

う
関
わ
っ
た
の
か
、
丹
念
に
追
っ
て
い
く
と
影
響
力
を
推
し
量
り
や
す
い
の

②
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か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
雑
駁
な
感
想
を
書
き
連
ね
た
が
、
本
書
が
イ
ギ
リ
ス
史
、
イ
ギ
リ
ス

帝
国
史
、
南
ア
フ
リ
カ
史
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
得
難
い
成
果
で
あ
る
点
は

確
実
で
あ
る
。
大
澤
氏
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
書
が
多
く

の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
筆
を
擱
き
た
い
。

大
澤
広
晃
「「
国
内
史
」
と
「
帝
国
史
」
の
総
合
を
目
指
し
て
」
雪
村
加
世

子
・
正
木
慶
介
編
「
帝
国
史
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
─
─
新
た
な
イ
ギ
リ
ス
帝
国

史
研
究
の
視
座
の
提
示
─
─
」『
西
洋
史
学
』
二
六
四
号
（
二
〇
一
七
年
）、
九
八

頁
。な

お
、
戦
争
の
潮
目
が
連
合
国
の
優
位
に
傾
き
始
め
る
と
ア
フ
リ
カ
人
の
立
場

が
悪
化
の
兆
し
を
見
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
書
三
三
九
頁
以
下
で
も
言
及
さ

れ
て
い
る
。

（
Ａ
5
判　

三
七
八
頁　

二
〇
二
四
年
一
二
月

名
古
屋
大
学
出
版
会　

六
八
〇
〇
円
＋
税
）

（
中
央
大
学
文
学
部
教
授
）
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